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(1）プロジェクトの背景・目的
新 しいπ電子共役化合物であるアズレン類や架橋［10］アヌレン核を母体とする種々の誘導体























に吸収を有する等その性質を明ら か にした。 現在の所、 合成方法を確立し， 性質に就いて検討
を行っている所である。 今後機能材料としての性質について検討し特許の取得に向け て進めて
いく予定である。
(3）プロジェクト成果 （特許， 起業， 技術移転等）
15 
特許取得（以前申請したもの）／発明の名称：アズレン誘導体及びこれを用いた有機電界発光素子
発明届提出日：2004年9月30日， 出 願日2004年9月30日， 出 願番号：特許2004-2
87441 
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想
本研究成果は、 現在数多く使用されているコンピューター や携帯電話 等に使用される有機
薄膜トランジスターとして一層機能性の向上を目指した化合物の合成を行なっている所である。
更に機能性色素としても有用であり。 DVD CD等の磁気記録色素の材料としても有用である。
また、 架橋［10］アヌレンの縮環したアセン化合物は、 これまでの化合物に比べ長波長の 光を
吸収する事から機能性材料として特に有用であると考えられ、 より小さなエネルギーで、分子が





プロジェクト実施のため に利用したVBLの施設名：600MHz FT-NMR Mass スペク
トル測定装置、 および資料作成室。
利用内：新規有機薄膜トランジ スターの素材となる新規な架橋［10］アヌレン誘導体、
及びアセンキノン化合物類の各合成段階の化合物についてスペクトルの測定を行い ， 構
造決定を行った． また、 その評価も行った，
頻度等：年間約300件の測定を行った．
以上
